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株式会社特殊免疫研究所 

 

令和２年度戦略的基盤技術高度化支援事業(サポイン)に採択 

政府の支援を受けて「新規 PDX モデル作出方法」の開発に着手 

 

株式会社特殊免疫研究所（本社：東京都文京区、代表取締役社長：伊藤行夫）は、新規が

ん治療薬の開発に有効な「新規 PDX（患者由来がん組織異種移植）モデル作出方法」の開発

プロジェクトが、経済産業省の令和２年度戦略的基盤技術高度化支援事業（通称サポイン）

に採択されました。 

 

当社は、今年度から３年間に渡って政府の支援を受けて、熊本大学ヒトレトロウイルス学

共同研究センター、および株式会社キュオールと共同で、「アームドマクロファージ」を持

つ新規マウスを作出し、従来の技術では樹立が困難であった癌腫の腫瘍組織移植モデルを効

率よく作製する方法を確立する研究開発を推進いたします。 

 

 

採択結果発表 URL 

https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/sapoin/2020/200622mono.html 
 

 

PDX モデルの作製に NOG マウス、NSG マウスなど超高度免疫不全マウスを用いた異種移植

技術が利用されていますが、がん種やがん患者の腫瘍の持つ個別の性質によって PDX モデル

の樹立成功率が影響を受けることが報告されています。当社が特許権を保有する特殊なトラ

ンスジェニックマウス作製技術を応用して、ヒト由来貪食促進・抑制レセプターを発現する

「アームドマクロファージ」を持つマウスを系統化することに成功しました。 

 

今後当社は、共同開発を実施するパートナーとともに優れた PDX モデルを樹立し、新規が

ん治療法の探索、薬効薬理、安全性を確認するためのツールを安定的に供給することを通じ

て、世界中で開発が加速している腫瘍免疫活性化医薬、CAR-T を始めとする遺伝子組換細胞

療法、あるいは、がんワクチン療法などの臨床試験開始に貢献できる事業開発を進めて参り

ます。 

 

 

▼令和２年度戦略的基盤技術高度化支援事業 

戦略的基盤技術高度化支援事業(サポイン事業)は、「中小企業のものづくり基盤技術の

高度化に関する法律」に関する支援策の一環として、中小企業者等が産学官連携などによ

り、ものづくり基盤技術の高度化を図るための研究開発、試作品開発及び販路開拓等の取

組を促進することを目的として行うものです。 
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